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【これまでの成果】 
★栽培ベッドの片端のみで定植・収穫作業を行える軽労化システムを開発 

●水耕ネギの定植・収穫作業を栽

培ベッドの片端のみで行える軽

労化システムを開発しました。 

定植作業 

定植パネルを押して移動させます 定植パネルを引き寄せます 

★棟高を低くしたハウスでのハウス内の温熱環境調査 

●棟高が2mの低棟ハウスでも形状を工夫すること

でハウス内気温の上昇抑制が可能です（秋季の無

栽植条件下でのハウス内の気温を調査した結果）。 
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10月30日測定 

Ｍ字型低棟ハ
ウス棟高２ｍ 

片屋根型低棟ハ
ウス棟高２ｍ 

慣行ハウス 

外気温 

試作のＭ字型低棟ハウス（手前）と慣行ハウス（奥） 

低棟ハウスと慣行ハウスの栽培ベッド10cm上のハウス内気温 

収穫作業 

【研究内容】 
新たな水耕栽培施設のイメージ 

棟高
1.5m～

2m 

低棟ハウス 

屋根付運搬通路 

地床全面水耕施設 

地中蓄放熱パイプ 調製場へ 

低棟ハウス 

作業場所の断面図 

     

運搬器具 

屋根付運搬通路 

定植パネルの移動 

表 既存施設と新たな施設の施設費と収量の比較（10aあたり） 

資材費の削減 資材費の削減 

ハウス内の作業用通路を
なくし、施設内全面を栽
培ベッドとすることで、
栽植本数を1.5倍増 

ハウス 700万円 300万円

水耕施設 650万円 450万円

施設費計 1,350万円 750万円 （40％削減）

収量 13.2トン 19.8トン （1.5倍増）

既存施設 新たな施設
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